
◆主催者あいさつ（13:30～13:40 ）
環境省近畿地方環境事務所 資源循環課 課長 山根 正慎

◆講演１ （ 13:40～14:10 ）
◆講演２ （ 14:10～14:40 ）
◇休憩10分
◆講演３ （ 14:50～15:20 ）
◆参加者による意見交換 （ 15:20～15:50 ）
◆閉会 （ 15:50～16:00 ）

令和４年度 災害廃棄物処理担当者向け研修会
（近畿ブロック）

災害廃棄物の収集運搬の実態～支援と受援を巡って～

主催：環境省近畿地方環境事務所

日時：令和4年12月20日（火） 13：30 ～ 16：00
場所：AP大阪駅前 APホールⅠ

（オンライン同時配信）

＜講演概要＞
熊本県八代市は、令和2年7月豪雨により球磨川が氾濫し、坂本町を中心に甚大な被害が発生した。今回の講演では、道
路被害等が多数生じた中での収集運搬の対応や課題、収集運搬を支援する各団体との調整等の経験を紹介する。

◆講演１（ 13:40～14:10 ※質疑応答５分含む）（講演 25分 ／ 質疑応答 5分）
「令和2年7月豪雨における収集運搬の対応とその課題」
田中 和彦氏（熊本県八代市循環社会推進課 課長）

＜講演概要＞
京都市は、令和2年7月豪雨で被災した八代市をはじめ、地震や風水害などによる被害を受けた自治体へ、ごみ収集車等の
派遣により収集運搬支援を行っている。今回の講演では、支援側からみた収集運搬の課題や、災害支援で得た経験をもとに、
京都市での大規模災害発生時の取組について説明する。

◆講演２（ 14:10～14:40 ※質疑応答５分含む）（講演 25分 ／ 質疑応答 5分）
「支援側の立場から見た収集運搬の課題と今後の対策」
関 義樹氏（京都府京都市環境政策局山科まち美化事務所 所長）

―――――――――――――――― 講演概要 ――――――――――――――――

―――――――――――――――― プログラム ――――――――――――――――

＜講演概要＞
広島市は、平成26年8月豪雨、平成30年7月豪雨により大規模な土砂災害が発生し、多くの災害廃棄物を処理したほか、
平成28年4月の熊本地震（熊本市）、令和2年7月豪雨（人吉市）の支援側として収集運搬に参加している。今回の講
演では、被災市および支援市の両方の経験を踏まえて、収集運搬の実情を紹介する。

◆講演３（ 14:50～15:20 ※質疑応答５分含む）（講演 25分 ／ 質疑応答 5分）
「災害廃棄物の収集運搬の実情」
金近 尚憲氏（広島県環境局業務部業務第一課 主査）
中原 剛造氏（広島県環境局施設部玖谷埋立地管理事務所 主査）

＜概要＞
被害が大きい場合、被災自治体のみでは収集運搬体制が十分に構築できず、応援自治体や民間事業者、関係省庁、関
係機関の支援を受けて収集運搬体制を構築する必要がある。混乱した被災現場での収集運搬の支援受援に携わる中、失
敗や成功談を交えながら、支援と受援のよりよい協働のあり方に向け、意見交換をする。

◆参加者による意見交換（ 15:20～15:50 ）（30分）
「収集運搬の支援と受援のよりよい協働のあり方」
パネリスト：八代市 田中 和彦氏、京都市 関 義樹氏、広島市 金近 尚憲氏、広島市 中原 剛造氏
司 会：近畿地方環境事務所 ○○ ○○


